
旭川レク・ボッチャ選手権大会

レクリエーションルール

　　■試合形式（団体戦）

　

　ジャンケン：勝った方が、赤・青サイドを選べる。

　タイブレイク(同点の時)：カラーボール投球はジャンケンで勝った方が投球する。

　　※リーグではタイブレイクを行いません。

　その時のジャックボール(白球)はコート中央のクロスに置く。

　ジャックボールの投球：審判から手渡しされる

　赤ボールを投球するサイドが、投球する。

　選手は、コート内の有効エリア内に投球する。

　＊ランプを使用して投球の際は、ランプ介助者は、コートを向いて投球しても良い。

　★ジャックボール投球と反則について

　・投球されたジャックボールが、Vラインの線を越えないで静止したとき。

　・ジャックボールがコート外にでた（ラインを超えた）とき。

　・ジャックボールを投球する選手が前のラインを踏んだ場合。

　上記反則の場合、ジャックボールの投球が相手チームとなる。

　　■プレーについて

　　■開催にあたっての注意点

大会では、審判の指示に従ってください。審判からの指示板があがるで、ボールに触らない。

意見がある場合は、手をあげて発言してください。

※万が一、審判のジャッジミスがあった場合、手をあげてご意見ください。必要に応じては、

　大会審判長が確認し、判断することもあります。

※対戦相手や、審判への暴言やクレームは、レクボッチャ大会の主旨に反しておりますので、

　退場いただく場合もございます

  予選リーグは２エンドで行います。決勝戦のみ４エンド

　予選はリーグ戦、勝敗、総得点で順位を決めます。各リーグの勝者で決勝トーナメントを行います。

　赤ボール：左サイドスローイングボックス　・　青ボール：右サイドスローイングボックス

　必ず、１人２球　投球してください　※欠席等で2名チームは1名３球投球してください。
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■投球における反則

　

　■第1球目の投球

　

■残りのボールの投球

　

■得点について   

   

　カラーボールを投球する。

　＊コート内の有効エリア内に、赤・青のカラーボールが静止していること。

■相手サイドの第1球目の投球

ジャックボールを投球した選手が、最初のカラーボールを投球する。

2球目以降の投球については、全てのボールを投げきっていない限り、ジャックボールより

遠いボールを投げたサイドの投球となる。

カラーボールを投球するときに、ラインを踏んだり、ラインを越えて投球したボールは

反則として除去いたします。ランプを使用する際は、ランプの先端がラインを越えないこと。　

車イスの場合は、車輪の接地面がラインを踏んだり、越えたりしないこと。

＊残っているボールを投げる必要がないと判断した場合、審判に告げる。

そのチームの投球が終わりボールは、デットボールとなる。

エンド終了時、ジャックボールにもっとも近いボールを投げた側にのみ 得点が入ります。

相手側のジャックボールにもっとも近いボールよりも、 ジャックボールに近いボール1個

につき、1点が与えられます。

■レクリエーション【新】ルール

   １チーム　３名が基本ですが、欠席により対戦チームが２名の場合、対戦チームの人数に

合わせて試合を行うことを認める。ただし、試合前、審判に申告すること。
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開催に応援いただきました企業様

●株式会社ダイイチプラニング　●高桑整形外科永山クリニック　●株式会社ブルーデータ

●有限会社プレアデス　　　　　●株式会社只石組　　　　　　　●アサヒ工営株式会社

●株式会社日興ジオテック　　　●株式会社アポワテック　　　　●北海道労働金庫 旭川支店

●スガイランドリー株式会社　　●株式会社グランツ　　　　　　●株式会社東川振興公社

●ダスキン永山支店            ●株式会社パザパ　　　　　　　●登楊建設有限会社

●株式会社SHADO               ●シナスタジアデザイン合同会社   ●SSB株式会社

●株式会社KENTOUR             ●株式会社鏑木商店            ●＃ 8HONEY

●合同会社エクスプロレ       ●東日本高速道路株式会社 北海道支社旭川管理事務所


